
一

橋論叢 第 六 十 三 巷 第 二 号 ( 1 3 2)

名

誉

教

授

大

平

善

梧

先

生

著

作

日

録

一

考

一

書

昭
和

一

八

卑
(

一

九
四
三

年
)

支
那
の

航
行
権

問
題
(

大
東
亜
国
際
法
叢
書
四
)

昭
和
二

〓

年
(

一

九

四
七

年
)

歌
集
｢

パ

ゴ

ー

タ
+

昭
和
〓

四

年
(

一

九
四

九

年
)

最
新
国
際
条
約
集

昭
和
二

七

年
(

一

九
五
二

年
)

国
際
法
Ⅰ

国
際
法
Ⅱ

昭
和
三

四

年
(

一

九
五

九

年
)

日

本
の

安
全
保
障
と

国
際
法
(

有
僧
堂
全

書
)

有

斐
閣

富
士
出
版
社

日

本
大
学
通
信
教

育
部

日

本
大

学
通
信
教
育
部

有
信
堂

人
l

)

ββ∂



､

■(

((

{

( 1 3 3) 名 誉教 授大 平善梧先 生 著作 目録

昭
和
三

五

年
(

一

九
六

〇
年
)

集
団
安
全
保

障
と

日

本
外
交

昭
和
四
〇

年
(

一

九
六
五

年
)

ア

ジ

ア

外
交
と

日

韓
関
係

-
対

韓
論
議
を

斬
る

昭
和
四

一

年
(

一

九
六

六

年
)

国
際
法
Ⅰ
･

Ⅱ

昭
和
四
こ

年
(

一

九
六

七

年
)

自
衛
隊
と

憲
法

〓

編

著

昭
和

一

五

年
(

一

九
四

〇
年
)

中
村
進
牛
博
士

追
悼
記
念
｢

時
局
関
係
国
際
法
外
交
論
文
集
+

昭
和
〓

三

年
(

一

九
四

八

年
)

国
際
貿
易
憲
章
の

研
究

世
界
貿
易
憲
章
の

諸
問
題
(

東
洋
経
済
講
座
叢
書
第
三

〇
輯
)

昭
和
三

〇
年
(

一

九
五

五

年
)

国
際
不
正

競
争
の

研
究

昭
和
三

三

年
(

一

九
五

八

年
)

一

橋
書
房

有

償
堂

日

本
大
学
通
信
教
育
部

田

中
書
店

有
斐
閣

東
洋
経
済
新
報
社

有

斐
閣

宕6 9



一 橋論叢 第 六 十 三 巷 第 二 号 ( 1 3 4)

軍
縮
問
題
の

研
究

昭
和
三
大

年
(

一

九

六
一

年
)

法
学
の

知
恵

国
際
経

済
法
の

諸
問
題
(

国
際
研
究

第
三

巷
)

昭
和
三

七

年
(

一

九
六
二

年
)

国
際
私
法
の

基
本
問
題
(

久
保
岩
太

郎
先
生

還
暦
記
念
論
文
集
)

核
時
代
の

軍
縮
問
題

国
際
軽
済
法
の

諸
問
題

･

続
(

国
際
研
究

第
四

巻
)

昭
和
四

〇
年
(

一

九
六

五

年
)

第
二

次
大
戦
に

お

け

る

連
合
国
財
産
処
理

軍
縮
の

踪
合
的
研
究

無
体
財
産
権
の

国
際
的
保
護

昭
和
四

一

年
(

一

九

六

六

年
)

国
際
貿
易
法
の

研
究

岩
田

新
先
生

を

偲
び

て

昭
和
四

三

年
(

一

九
六

八

年
)

国
際
連
合
の

二

〇
年

桜
書
房

別

井
上
書
房

日

本
国

際
問
題
研
究
所

有
僧
堂

国
民
出
版
協
会

日

本
国
際
問
題
研
究
所

大
蔵
省

日

本
国
際
問
題
研
究
所

日

本
国
際
問
題
研

究
所

日

本
国
際
問
題
研
究
所

岩
田

会

絵
理

肝

(

一

ノ
ー



､

人

･

果

( 1 35) 名誉 教授大 平善梧 先 生著作 目録

三

H

前

文

昭
和
三

年
(

一

九
二

八

年
)

グ
ロ

ー

チ

ウ
ス

の

自
然
法
の

神
学
的
考
察
(

卒
業
論
文
)

ブ
ロ

ー

チ

ウ
ス

自
然
法
の

理

論
的

構
成

昭
和
四

年
(

一

九
二

九
年
)

引
渡
し

無
き

物
権
の

贈
与

-
衡
平
法
の

変
遷
(

岩
田
ブ
ロ

ゼ
､

､

､

ナ

ー

ル

法
律
論
文
集
翻
訳
の

内
)

動
態
法

律
学
と

し
て

の

社
会
法

学
の

主
張

昭
和
五

年
(

一

九
三

〇
年

)

高
柳
賢
三

教

授
著
｢

法
律
哲
学
原
理
+

(

書
評
)

昭
和
六

年
(

一

九
三

一

年
)

藤
本
捨
助
｢

日

本
民

法
稔
論
+

(

書
評
)

松
村
勝
太
郎
｢

小

作
権
に

関
す
る

研
究
+

(

書
評

)

奈
良
正

路
｢

入

会
権
論
+

(

書
評
)

田

中
耕
太
郎
編

｢

経
済
法
令
集
+

(

書
評

)

昭
和
八

年
(

一

九

三

三

年
)

危
横

一

九
三

六

年

満
州
国
の

国
籍
問
題

昭
和
九

年
(

一

九
三

四

年
)

ヘ

ル

メ

ス

第
一

一

号

商
学
討
究

第
四

巻
上

冊

一

橋
新
聞

第
一

〇
五

号

大
学
と

社
会

第
二

号

大
学
と

社
会

第
三

号

大
学
と

社
会

第
三

号

大
学
と

社
会

第
五

号

一

橋
新
聞

第
一

七

九
号

東
京
帝
大
研

究
年
報

･

｢

迭
学
研
究
+

二

g 7J



一 橋論叢 第六 十 三 巻 第 二 号 ( 13 6)

国
家
相
続
の

研
究

満
州

国
の

司
法
制
度
(

上
)

満
州
国
の

司
法
制
度
(

下
)

沢
田

名
垂
と

其
の

歌

昭
和

一

〇
年
(

一

九
三

五

年
)

土

屋
文
明
｢

山
谷
集
+

を

評
す

(

一

)

昭
和

〓

年
(

一

九
三

六

年
)

国
際
法
学
の

稚
受

沢

田

名
垂
の

歌

歌
人
と

し

て

の

大
塚
先
生

土
屋
文

明
｢

山
谷
集
+

を

評
す
(

二
)

昭
和

〓
一

.
年
(

一

九
三

七

年
)

戦
争
に

於
け
る

個
人
と

国
家

日

本
を

中
心

と

し

た

る

平
和
機

構

大
熊
信
行
歌
集

野
矢
常
方
の

歌

鈴
木
北
渓
の

思
想
と

作
品

昭
和

〓
二

年
(

一

九
三

八

年
)

支
部
事
変
と

国
際
法

中
立
と

安
全
保
障

東
京
商
大

研
究
年
報

･

｢

法
学
研
究
+

三

花
n

`

拓
殖
大

学
論
集

第
四

巻
第
二

号

拓
殖
大
学
論
集

第
五

巻
第

一

号

一

橋
会
津
会
会
報

第
三

号

短
歌
街

第
四

巻
第

一

二

号

拓
殖
大
学
論
集

第
七

巻
第

一

号

歴
史
公
論

第
五

巻
第
八

号

一

橋
新
聞

第
二

二

九
号

短
歌
衝

第
五

巷
第

一

号

日

本
国
際
協
会

昭

和
一

二

年

度
夏
期
大
学
研
究
会
テ
キ

ス

ト

拓
殖
大
学
論
集

第
八

巻
第

一

号

一

橋
新
聞

第
二

四

八

号

古
典
研
究

第
二

巻
第

一

〇
号

短
歌

衝

第
六

巻
第

一

､

二
､

四
､

五
､

■
七

号

上

田

貞
次
郎
編

｢

戦
時
経
済
講
話
+

所
収

一

橋
論
叢

第
一

巻
第

一

号

′

一



､
人

･

叉

( 1 3 7) 名 誉教授 大 平 善梧先 生 著作 目録

国
際
浩
学
の

移
入

と

性
法
論

事
変
と

中
立

法
規

支
部
事

変
と

国
際
聯
盟

国
家
及
政
府
の

承
認
を

論
ず

一
滴
州
国

･

フ

ラ
ン

コ

政
権
の

承
認

新
京
再

遊

新
し

き

安
定
の

道
-
-
-

事
変
下
の

我
が

国

際
法
学
界

支
部
の

国

際
性
と

我
が

事
変
処
理

昭
和

一

四

年
(

一

九
三

九
年
)

空
垂
法
論

法
人
の

国

籍

-
日

満
合
弁
会
社
の

国
籍
問
題
に

触
れ
つ

つ

空
襲
港
理
の

発
展

名
誉
教

授
中
村
進
午
博
士
逝
く

支
部
租
界
に

関
す
る

欧
米
文

献
目

録

支
那
の

法
権
制
度
と

不

動
産
準
拠
法

新
帝
群
島
領
有
と

国
際
先

占

空
襲
論

我
が

海
南
島
攻
略
と

国
際
協
約

海
南
島
攻
略
と

日

仏
協

約

支
那
国
際
法
の

概
観

1
植
田

捷
雄
著
｢

在
支
列
国
権
益
概
説
+

新
秩
序
の

法
理

-
戦
時
下
躍
進
す
る

国
際
法
学

斎
藤
良
衛
著
｢

外
国
人
の

対

支
経
済
活
動
の

法
的
根
拠
+

(

書
評
)

昭
和

一

五

年
(

一

九
四

〇
年
)

一

橋
論
叢

第
二

巻
第
四

号

拓
殖
大
学
論
集

第
八

巻
第
二

号

拓
殖
大
学
論
集

第
九

巻

国
際
知
識
及
評
論

第
一

八

巻
第
五

号

国
際

知
識
及
評
論

第
一

八

巻
第

一

〇
号

帝
国
大
学
新
聞

第
七

四
二

号

セ

ル

バ

.
シ

■
一

二

月
号

日

本
国
際

協
会
昭

和
一

四

年
度
夏
期
大
学
研
究
会
テ

キ

ス

ト

東
京
帝
大
研
究
年
報

･

｢

法

学
研
究
+

四

一

橋
論
叢

第
四

巻
第
三

号

一

橋
論
叢

第
四

巻
第
六

号

拓
殖
大
学
論
集

第
一

〇
巻

外
交
時
報

外
交
時
報

国
際
知
識
及
評
論

支

部

第
九
〇
巷
第

一

号

第
九

一

巻
第
五

号

第
一

九
巻
第
二

号

第
三

〇
巻
第
四

号

一

橋
新
聞

一

橋
新
聞

一

橋
新
開

帝
国
大
学
新
聞

第
二

八

三

号

第
二

九

〇
号

第
二

九
八

号

第
七

六
一

号
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一 橋論 叢 第 六 十 三 巷 第 二 号 ( 1 3 8)

支
部
租
界
問
題

軍
事
目
模
の

爆
撃

支
部
租
界
の

中
立

性

支
部
の

海
関
制

度

英
修

道
著
｢

中
華
民
国
に

於
け

る

列
国
の

条
約
権
益
+

(

書
評
)

支
部

租
界

関
係
文
献

支
部
に

放
け
る

列
国
の

駐
兵
権

中
村
進
午
博
士
と

国
際
法

英
人

逮
捕
事
件
の

国
際
法
的
考
察

東
亜
新
秩
序
と

租
界
問
題

昭
和

〓
(

年
(

一

九
四

一

年
)

支

部
租
界
の

歴
史

法
人
の

敵
性

支
那
租
界
の

国
際
法
的
地

位

支
部
に

於
け
る

我
が

航
権
の

確
立

支
部
租
界
と

国
際
地

役

時
局
と

短

歌

揚
子
江
の

国
際
法
上
の

地

位

支
部
に

於
け

る

準
租
界

戦
争
と

短

歌

支
那
に

対

す
る

心

仏
印
の

印
象

時
局
下
の

歌
壇

日

本
国
際
協
会
昭

和
一

五

年
度

夏
期
大
学
研
究
会
テ

キ

ス

ト

飢

中
村
進
午
博
士
追
悼
記
念
｢

時
局
関
係
国
際
法
外
交
論
文
集
+

所
収

国
際
法
外
交
雑
誌

第
三

九

巷
第
三
･

四

号

一

橋
論
叢

第
五

巷
第

一

号

一

橋
論
叢

第
五

巷
第
五

号

一

橋
論
叢

第
六

巻
第
五

号

外
交
時
報

第
九
四

巷
第
二

号

国
際
知
識
及
評
論

第
二

〇
巷
第

一

号

改
造

第
二

二

巻
第

一

六

号

加
水
会
報

第
一

九
九
号

東
京
帝
大
研
究
年
報

･

｢

法
学
研
究
+

五

国
際
法
外
交
雑
誌

第
四

〇
巷
第
四

号

一

橋
論
叢

第
七

巷
第
三

号

一

橋
論
叢

第
八

巻
第
三

号

外
交
時
報

第
九
八

巻
第

一

号

国
際
知
識
及
評
論

第
二

一

巻
第
二

号

国
優
麗
済
研
究

第
二

巷
第
三

号

支
部

第
三
三

巷
第
六

号

一

橋
新
聞

第
三

二
一

号

一

棟
新
聞

第
三

三

四

号

一

橋
新
聞

第
三

三

九
号

加
水
会
会
報

第
二

〇
七

号

{

▲

√
一



ヌ

叉

J
ニ

( 1 3 9) 名 誉教 授 大 平 善 梧先 生著作 目録

租
界
へ

の

認
識

昭
和

一

七

年
(

一

九
四
二

年
)

仏
印
の

東
亜
圏
に

於
け
る

地

位

支
部
の

内
河

航
行
権

泰
･

仏
印
の

新
国

境

平
時
封
鎖
よ

り

戦
時
封
鎖
へ

信
夫
洋
平
著
｢

戦
時
国
際
法
講
義
+

(

書
評
)

仏
印
研
究
の

莱

日

本
経
済
法
学
会
第
四

回

大
会

(

学
会
消
息
)

大
東
亜
共
栄
圏
と

支
部

カ

ン

ボ
ジ

ア

雄
盛

大

東
亜
戦
争
と

敵
産
管
理

仏
印

紀
行

仏
印
を

中
心

と

し
て

南
洋
を

語
る

大
東
亜
圏
に

於
け
る

広
東
の

現
状
と

其
問
題

一

橋
法
学
の

父

中
村
博
士

上

海
･

広
東

･

西

貢

昭
和

一

八

年
(

一

九
四
三

年
)

支
那
租
界
の

条
約
上

の

性
質

米

英
の

在
支
治
外
法
権
の

撤
廃
政
策

日
･

仏
印
決
済
協
定

広
州
湾

租
借
地
へ

の

皇
軍
の

進
駐

如
水
会
会
報

第
二

一

五

号

東
亜
学

第
五

韓

国
際
法
外
交
建
議

第
四

一

巻
第
六

号

国
際
法
外
交
姓
誌

第
四

一

巻
第

一

〇
号

一

橋
論
叢

第
九

巻
第
二

号

一

橋
論
叢

第
九

巻
第
五

号

一

橋
論
叢

第
一

〇
巻
第
五

号

一

橋
論

叢

第
一

〇
巻
第
六

号

外
交

時
報

第
一

〇
四

巷
第
四

号

外

交
評
論

第
二

二

巻
第

一

号

外
交
評
論

第
二

二

巻
第
五

号

外
交
評
論

第
二
二

巻
第
八

号

東
京
植
民

貿
易
学
校
｢

東
亜
経

済
調
査
+

二

支
部

第
三

三

巻
第
三

号

一

橋
新
聞

第
三

四

七

号

加
水
会
会
報

第
二

一

八

号

上

田

貞
次

郎
博
士
記
念
論
文
集
第
四

巻
｢

人
口

及

東
亜
軽
済
の

研
究
+

所
収

■
国
際
法
外

交
鹿
誌

第
四
二

巻
第

一

号

国
際
法
外
交
雅
蕃

第
四
二

巷
第
三

号

∂

国
際
法
外
交
楚
誌

第
四
二

巷
第
四

号

即



一 橋論叢 第 六 十 三 巻 第 二 号 ( 1 4 0)

不

平
等
条
約
と

伊
･

仏
･

西
･

丁
･

瑞

仏
国
の

在
支
租
界
返
還

日

独
銀
行
支
払
協
定

租
借
条
約
と

戦
争

ビ

ル

マ

国
の

独
立

泰
･

緬
旬
の

新
領
土

南
方
仏
教
の

文
献

佐
藤
信
淵
の

広
域
思
想

昭
和

一

九
年
(

一

九
四

四

年
)

支

部
の

航
行
権
回

収
運
動

牧
野

博
士
と

国
際
法

大
東
亜

宣
言
の

基
本

額
神

昭
和
ニ

ー

年
(

一

九
四
六

年
)

在
華
租
借
地
の

現
況

戦
争
と

私
有
財
産

-
主
と

し
て

大
陸
の

敵
産
管
理
に

就
い

て

国
際
法
よ

り

世

界
法
へ

-
米
国
に

於
け
る

世

界
政
府
論
の

展
望

世

界
政
府

へ

の

路

昭
和
二

二

年
(

一

九
四
七

年
)

休
戦
条
約
と

講
和
条
約
と
の

関
係

国
際
連
合
と

世

界
経
済

国
際
法
外
交
雅
誌

国
際
法
外
交
凝
議

国
際
法
外
交
雑
誌

国
際
法
外
交
建
誌

国
際
法
外

交
凍
誌

第
四
二

巻
第
六

号

第
四
二

巻
第
七

号

弟
四
二

巷
第
八

号

第
四
二

巻
第
八
号

第
四
二

巷
第
九

号

椚

国

際
法
外
交
悲
話

弟
四
二

巻
第

一

二

号

一

橋
論
叢

+

第
一

一

巻
第
五

号

外
交
時
報

第
一

〇
七

巻
第
三

号

藤
本
博
士
還
暦
祝
賀
論
文
集
所
収

一

橋
論
叢

第
一

三

巷
第
三

号

国
家
試

験

第
一

六

巻
第
三

号

国
際
法
外
交
雑
誌

第
四

五

巻
第
三

･

四

号

国
際
法
外
交
建
議

第
四
五

巻
第
五
･

六

号

国
際
法
外
交
避
誌

第
四
五

巻
第
九
･

一

〇
号

財
政

第

〓

巻
第
八

号

国
際
法

外
交
妊
誌

第
四
六

巻
第
三

号

一

橋
論
叢

第
一

八

巻
第

一

号

′

一



♪

今
ト

こ二

昭
和
二

三

年
(

一

九
四

八

年
)

国
際
貿
易
機
関
の

構
造

国
際
連
合
と

国
際
貿
易
機
関

横
町

喜
三

郎
著
｢

戦
争
犯
罪
論
+

(

書
評
)

国
際
人
梅

宣
言

(

一

･

二
)

平
和
日

本
と

新
世
界
経
済
機
構

最
新
の

国
際
法
学
界

国
際
貿
易
機
関
の

法
的
性
質

1
国
際
法
上
の

特
殊
法
人
の

形
成

基
本
的
人
権
と

世
界
平
和

国
際
連
合
と

平
和
的
変
更

東
京
商
科
大
学
国
際
関
係
研
究
会
編
｢

国
際
貿
易
憲
章
の

研

究
+

所
収

東
洋
経
済
講
座
叢
書

第
三

〇

輯
｢

世
界
貿
易
憲
章
の

諸
問
題
+

所
収

国
際
法
外
交
雄
誌

第
四

七

巻
第

一

号

国
際
法
外
交
雑
誌

国
際
法
外
交
楚
誌

一

橋
論
叢

法
学
新
報

第
四

七

巻
第

一

二
一

号

第
四

七

巻
第
三
･

四

号

第
二

〇
巻
第

一

二
一

号

第
五

五

巻
第

一

･

二

号

国
際
連
合

第
二

八

巻
第
五

号

法
律
文
化

第
三

巻
第
九

号

(1 4 1) 名 誉教 授大 平善梧先 生 著作 目録

昭
和
二

四

年
(

一

九
四
九

年
)

国
際
連
合
と

地

域
的
協
定

勺
.

C
.

1
e

設
+

盲
-

A

ヨ

&
e

⊇
-

P

弓

O
f

ロ

邑
○

已
中
ロ

β

i

已
→

乱
g

き
n

-

-

望
00

(

書
評
)

国
際

連
合
と

地

域
的
協
定

最
近

国
際
関
係
文
献
目
録

国
連
憲
章
起
草
の

脱
漏

昭
和
〓

五

年
(

一

九
五

〇
年
)

国
際

連
合
と

永
世
中
立

日

本
公
法
学
会

･

国
際
法
学
会

(

学
会
消
息
)

中

共
政
権
の

承
認
問
題

:

址

C

O
へ

の

路

-
海
洋
自
由
論
と

世
界
経
済

一

橋
法
学
の

七

五

年
(

座
談
会
)

｢

太
平
洋
同
盟
と

日

本
+

所
収

国
際
法
外
交
建
議

第
四
八

巻
第
三

号

国
際
法

外
交
雑
誌

第
四
八

巻
第
五

号

一

橋
論

叢

第
二

一

巻
第
五

･

六

号

世
界
と

わ

れ

ら

第
三

〇
巻
第

一

二

号

国
際
法

外
交

雑
誌

第
四

九
巻
第
三

号

一

橋
論
叢

第
二

三

巻
第

一

号

一

橋
論
叢

第
二

三

巻
第
五

号

一

橋
論
叢

第
二

四

巻
第
四

号

▲7

一

橋
論
叢

第
二

四

巻
第
四

号

甜



一 橋 論叢 弟 六 十 三 巻 第 二 号 (1 4 2)

国
連
加
盟
を

め

ぐ

る

座
談
会

昭
和
〓

六

年
(

一

九
五

一

年
)

米
国
の

対
華
外
交
政
策

朝
鮮
動
乱
と

国
際
連
合
の

強
化

対

日

講
和
条
約
と

集

団
的
自
衛
権

国
際
法
学
会
(

学
会
消
息
)

軍
事
基
地

の

歴
史
と

法
理

論

-
対

日

講
和
と

安
全
保
障
と

に

関
連
し
て

日

米
共
同
防
衛
論

昭
和
〓

七

年
(

一

九
五
二

年
)

政
治
及
経
済

公
海

日

本
の

開
国
と

国
際
法

国
際

連
合
安
全
保
障
理

事
会
に

お

け

る

拒
香
権
の

行
使

軍
盤
乗
組
員
の

外
国
領
土
に

お

け

る

地

位
(

こ

海
洋
の

自
由
と

漁
業
協
定

F
､

､

､

ニ

オ

ン

と

中
立

フ

ィ

リ
ピ

ン

と

太

平
洋
安
全
保
障

果
し

て

力
は

平
和
を

導
く
か

憲
法
第
九
条
の

戦
力

昭
和
二

八

年
(

一

九
五

三

年
)

l
b

匂

呂
オ

→

e

籍
p

t

ど
ロ

O
f

旨
e

-

p

弓

○
､

ロ
p
t
-

○

日
仏
.

法
律
時
報

第
二

二

巷
第
二

号

胴

｢

現
代
中
国
を

摂
る

世

界
の

外
交
+

所
収

国
際
籠
外
交
雅
誌

第
五

〇
巷
第

一

号

国
際
法
外
交
姓
諒

第
五

〇
巻
第
五

号

一

橋
論
叢

第
二

五

巻
第

一

号

外
交
政
策
時
報

第
一

号

読
売
評
論

三

月
号

国
際
法
学
会
編
｢

平

和
条
約
の

踪
合
研
究
+

下

巻
所
収

国
際
法
講
座
第

一

巷
所
収

一

橋
大
学
法
学
会
窮
｢

現
代
法
学
の

諸
問
題
+

所
収

国
際
法
外
交
建
誌

国
際
法

外
交

雑
誌

一

橋
論
叢

法
学
新
報

第
五

一

巻
第
二

号

第
五

一

巻
第
六

号

第
二

七

巻
第
三

号

第
五

九

巷
第
九

号

中
央
公
論

第
六

七

巷
第

一

号

中
央
公
論

第
六

七

巻
第

一

一

号

読
売
新
聞

二

七

年
三

月
三

一

日

A
日

日

已
の

○

:
訂

H
ぎ
O
t

∽
一

旨

監
巳

A
O

邑
e

ヨ
Ⅵ

-

1
(
-

)

屯

)

人

′



よ

ヱ

( 14 3) 名 誉 教 授大 平 善梧 先 生 著作 目録

太
平
洋
戦
争
と

開
戦
法
理

基
本
的
人

権
と

国
際
法

経
済
的

国
際
協
力

軍
艦

乗
覿
貝
の

外
国
領
土
に

お

け

る

地

位
(

二
)

大
陸
棚
と

保
存
水
域

-
海
洋
に

お

け

る

公
正

な

国
際
漁
捷
基
準
の

要
望

日

本
の

国
際
法
の

受
容

大
陸
棚
及
び

保
存
水

域
に

関
す
る

文
献
目
鐘

大
陸
棚
の

法
理

-
海
洋
の

中
に

大
陸
の

テ
レ

ス

が

あ

る

M
S

A

の

法
的
構
造
と

そ
の

対

日

影
響

憲
法
第
九
条
と

国
際
法

昭
和
二

九

年
(

一

九
五

四

年
)

→
ビ
e

才
e

e

中
0

日
○
巾

一

旨
e

琴
芝

巴
-

P

I

P
勺

巴
-
･

戦
争
の

開
始
と
そ

の

効
果

中

華
民

国
外
交
関
係

-
葦
未
開
係

､

華
ソ

関
係

､

日

華
関
係

公

船
の

国
際
法
上
の

地

位

1
ク

リ

コ

フ

船
長
事
件
に

つ

い

て

中
国
内
戦
と

国
際
法

国
際
法
優
位
性
の

限
界

-
イ

ラ

ン

石
油
事
件
に

関
連
し

て

海
洋
資
源
の

配
分
原
理

-
新
し
い

公
海
自
由
論
の

展
開

福
電
丸
事
件
と

国
際
法

昭
和
三

〇

年
(

一

九
五

五

年
)

C
O
-

○

已
巴
訂

ヨ

巴
乙
i

已
e

2
邑
○

ゴ

已

0

0
0

匂

e

⊇
t
i

O

n

訂

A
乳
P
･

国
際
不

正

競
争
と

公

海
漁
業

日

本
外
交
学
会
編
｢

太
平
洋
戦
争
原
因
論
+

所
収

国
際
法
講
座
第
二

巷
所
収

国
際
法
講
座
第
二

巷
所
収

国
際
法
外
交
建
誌

一

橋
論
叢

商
学
討
究

比

較
法

凝
議

比

較
法
建
話

法
律
の

ひ

ろ

ば

第
五
二

巻
第
三

号

第
三

〇
巻
第
三

号

第
四

巷
第
三

号

第
二

巷
第

一

号

第
二

巷
第

一

号

第
六

巻
第
九
号

新
し
い

日

本
の

進
路

A
β
ロ

巴
仏

○
{

t

F
¢

拭
i

t

O
t
払

芦
ビ

琵
E

A
n

声
中
0

日
叫

い

ー
(

-

)

国
際
法
講
座
第
三

巻
所
収

ア

ジ

ア

政
経
学
会
窺
｢

中
国
政
治
経
済
綜
覧
+

所
収

国
際
法
外
交
姓
誌

第
五

三

巷
第

一

ニ
ー

号

一

橋
論

叢

第
三

二

巷
第
四

号

此

較
法

雄
藩

第
二

巻
第
二
･

三
･

四

号

世

界
と

わ

れ

ら

第
三

三

巷
第
三

号

水

産
界

第
八
三

四

号

A
ゴ

ロ

巴
の

O
h

t

訂

H
-

t

O
t
川

戸
F
p

巴
F
-

A
O

p
n

訂

m
y

小

-
(

-

)

9

｢

国
際
不

正

競
争
の

研
究
+

所
収

即



一 橋論叢 第六 十 三 巻 第 二 号 (1 4 4)

ビ

キ
ニ

事
件
の

解
決
と

残
さ

れ

た

法
律

問
題

-
小
田

助

教
授
の

批
判
に

答
え
つ

つ

ビ

ル

マ

の

パ

ゴ

ダ

社
会
主
義

昭
和
三

一

年
(

一

九
五

六

年
)

プ

ラ

イ

ア

リ

博
士
の

憶
い

出

ア

メ

リ

カ

印

象
記

国
連
加
盟
を

め

ぐ
る

座
談
会

試

練
に

立
つ

国
際
連
合
(

座
談
会
)

三
つ

の

世
界
を

巡
っ

て

昭
和
三
〓

年
(

一

九
五

七

年
)

→

訂
t

e
]

已
t

O

コ.

巴

胃
○

♂
-

e

ヨ
S

O
f

臣
e

吋
O

p
O

e

ゴ
e

P

苛

ま
旨
J

P

官
ゴ

平
和
条
約
体

制
の

形
成
と

改
訂

神
川
先
生
還

暦
記
念
｢

近

代
日

本
外
交
史
の

研
究
+

(

書
評
)

洪
学
研
究
の

た

め
の

二
指

針

-
一

橋
に

あ
て

た

外
遊
中
の

三
つ

の

書
翰

集
団
的
安
全
保
障
と

世

界
平
和

ス

エ

ズ
､

ハ

ン

ガ

リ

ア

動
乱
と

国
際
連
合

イ
ス

ラ
エ

ル

と

中
近

東
動
乱

国
際
連
合
強
化
の

道

ア

ジ

ア

経

済
外
交
の

推
進
条
件

太
平
洋
不

可
侵
条
約
は

可
能
か

安
保

条
約
改
定
の

必

要

昭
和
三

三

年
(

一

九
五

八

年
)

ジ

ュ

リ
ス

ト

第
七

七

号

釦

ア

ジ

ア

問
題

第
四

巷
第
四

号

2

国
際
法
外
交
凍
詩

集
五

五

巻
第

一

号

世
界
と
わ

れ

ら

第
三

五

巻
第

一

号

世
界
と

わ

れ

ら

第
三

垂
巷

第
一

一

号

時
の

法
令

第
二

二

七

号

加
水

会
会

報

第
三

一

九
号

A
n

n

巴
¢

O
f

t

F
e

H
-

す
t

臣
♂

臣
E

A
2

計
2
y

叫

-
(

N

)

一

橋
学
会
編
｢

戦
後
法
律
体
制
の

動
向
+

所
収

国
際
法

外
交
雑
誌

第
五

五

巻
第
六

号

一

橋
論

叢

第
三

七

巻
第
四

号

国
際
政
治

一

九
五

七

年
第

一

号

国
際
政
治

一

九
五

七

年

外
交
季
刊

第
二

巷
第
二

号

国
連
評
論

第
三

六

巷
第
六

号

ア

ジ

ア

問
題

第
六

巻
第
四

号

日

本
及
日

本
人

七

月
号

読
売
新
開

三

二

年
三

月
ニ

ー

日

A

〕



､

一

三

( 1 4 5) 名 誉教授 大 平着荷 先 生 著作 目録

軍
縮
と

国
際
法

ア
ジ

ア

に

お

け
る

日

本
の

位
置

日

ソ

漁
業
の

国
際
法
史
的
概
観

中

東
問
題
と

国
際
連
合

海
洋
法
国
際
会
議
と

そ

の

成
果

現
下
の

国
際
的
法
律
問
題

-
国
際
法
協
会

三
-
ヨ

ー

ク

総
会
を

中
心

と

し
て

(

座
談
会
)

政
策
決
定
と

国
際
法

-
-
国
際
法
の

魔
術

-
国
際
法
学
者
の

一

の

反
省

軍
備
縮
小

と

安
全
保

障

軍
縮
の

基
本
問
題

ネ
ー

ル

の

平
和
五

原

則

李
ラ

イ
ン

と

竹
島
の

問
題
点

ア

ジ

ア

に

於
け
る

日

本
の

地

位

昭
和
三

四

年
(

一

九
五

九
年
)

ケ

ー

ス

メ

ソ

ッ

ド
と

国
際
法

ア

ジ

ア
･

ア

ア

ワ

カ

法
律
諮
問
委
貞
会
カ

イ
ロ

会
議
に

出
席
し

て

集
団
安
全
保
障
の

本
質

日

本
の

中
近

東
外
交
と

そ
の

課
題

二

つ

の

エ

ル

サ
レ

ム

オ

ア

シ

ス

の

宗
教

安
保
条
約
の

改
定
問
題

安
保
問
題
に

お

け
る

真
実

ア

ラ
ブ

の

真
実

裁
判
所
は

条
約
に

つ

い

て

審
査

権
を

有
す
る

か

横
田

先
生

還
暦
祝
賀
｢

現

代
国
際
法
の

課
題
+

所
収

｢

東
洋
思

想
講
座
+

(

二
)

所
収

国
際
法
外
交
建
議

第
五

七

巻
第
三

号

外
交
時
報

第
九
五

五

号

国
連
評
論

第
三

七

巻
第
五

号

ジ

ュ

リ
ス

ト

第
一

五

九

号

時
の

法
令

第
二

八
一

号

国
防

二

月
号

国
防

一

〇
月
号

ア

ジ

ア

研
究

第
五

巻
第
三

号

日

本
及
日

本
人

三

月
号

経
済
往
来

第
一

〇
巻
第

一

号

法

学
研
究
(

一

橋
大
学
研
究
年
報
)

第
二

号
所
収

一

橋
論
叢

第
四

一

巻
第
三

号

国
際
政
治

一

九
五

九
年
第
二

号

外
交
時
報

第
一

三

号

国
連
評
論

第
三

八

巻
第

一

号

国
連
評
論

第
三

八

巻
第
二

号

国
連
評
論

第
三

八

巻
第
九

号

外
交
春
秋

九
月
号

政

治
公
論

第
三

五

号

イ

⊥

綜
合
法
学

第
一

七

号

朋



一 橋 論叢 第六 十 三 巻 第 二 号 ( 1 4 6)

憲
法
第
九
条
と

外
国
軍
隊

政
治
的
亡
命
の

法
理

-
庇
護
権
を

め

ぐ
っ

て

平
和
教

授
｢

八
つ

の

質
問
+

へ

の

解
答

日

米
安
保

条
約
を

改
定
せ

よ

均
衡
に

よ

る

政
治

安
保
改
定
は

な

ぜ

必

要
か

安
保
条
約
改
定
の

問
題
点

安
保
討
論

一

〇
年
は

長
い

か

短
い

か

安

保
改
定
に

対
す
る

我
々

の

立

場

昭
和
三

五

年
(

一

九
六

〇

年
)

ゴ
F

①

賢
P
t

e

m
¢

ロ

ニ
目

許

召
1

0
f

-

ど

詔
5 .

払

6
.

ロ

○

=
F
O

J

名
賀
↑

P
.

S
.

紆
○

邑
t

¥

警
察
争
論
集

第
一

二

巻
第
五

号

励

国
防

第
八

巻
第

一

号

鮭
済
往
来

第

〓
巻
第
二

号

月
刊
政
治

五

月
号

月
刊
政
治

九
月
号

鼓
済
時
代

二
月

号

時
の

課
題

六

月

号

時
の

課
題

八

月
号

時
の

課
題

〓
一

月
号

安
全
保

障
研
究
会
声
明
書

H
-

夏
∽

き
p

玖

E

l

｡

弓
β

已
｡
均

ト
P

司

昌
一

宮
-

琵
0
払

-

-
(

-

)

中
葉
人
民

共
和
国
の

外
交
(

中
国
外
交
の

基
本
的
性
希

対
日

関
係
)

安

保
条
約
の

期
限
と

適
用
区

域

軍
縮

問
題
の

展
望

宇
宙
時
代
に

お

け

る

国
際
問
題

国
際
法
よ

り

見
た

安
保
改
定
問
題

中
共
経
済

建
設
の

基
本
方
針

ベ

ト

ナ
ム

焙
償
の

問
題
点

日

中
関
係
の

打
開

達
意
条
約
の

国
際
法
上
の

効
力

中
立
主
義
の

意
義
と

限
界

新
条
約
は

受
け

入
れ

て

よ
い

ア

ジ

ア

政
経
学
会
編
｢

中
国
政
治
経
済
綜
覧
+

昭

和
三

五

年
度
版
所
収

国
際
法
外
交
姫
誌

第
五

九
巻
第

一

･

二

号

外
交
季
刊

第
五

巷
第
三

号

国
際
間
魔

第
九
号

自
由
と

正

義

第
一

一

巻

第
一

号

政
治
公

論

第
三

七

号

時
の

法
令

第
三

三

九
号

時
の

法
令

第
三

四

七

号

時
の

法
令

第
三

五

八

号

時
の

法
令

第
三

六

九
号

経
済
往
来

第

〓
一

巻
第
二

号

i

)

ェ

一



一九

.

ヱ

( 1 4 7) 名 誉 教 授大 平善棒先 生 者作 日録

安
保
条
約
の

鬼
と

な

る

安
保
の

疑
義
は

ど
こ

に

あ
る

か

軍
縮
問
題
の

新
展
望

イ
ン

ド

中
立
主
義
の

実
相

こ

の

眼
で

見
た

ア

ジ

ア

の

中
立

主
義

一

橋
法
学
の

あ

り

方

安
保
改
定
反
対

論
に

た
い

す
る

疑
問

改
善
さ

れ

た

新
条
約
ほ

受
け

入

れ

て

よ
い

昭
和
三

大

年
(

一

九
六

一

年
)

集
団
防
衛
と

中
立

国

建
と

日

本
(

座
談
会
)

軍
縮
問
題
に

お

け
る

幻
想
と

現

実

両
極
化
に

お

け
る

内
乱
の

法
理

ベ

ル

リ
ン

危
機
と

国
際
法

キ
ュ

ー

バ

問
題
と

内
乱
の

法
理

フ

ル

シ

チ

ョ

フ

の

核
外
交

戦
争
と

平

和
の

諸
問
題

-
新
し
い

天
に

新
し
い

秩
序
形
成

昭
和
三

七

年
(

一

九
六
二

年
)

.

グ
ロ

チ

ウ

ス

の

O
e

J

E
J

O

出
e
-

-

i

P

?

吋
p

O

訂

に

対

す
る

一

考
察

国
際
投
資
法
の

序
説

軍
縮
と

集
団
安
全
保

障

中
国
の

国
連
加
盟

問
題

経
済
往
来

第
一

二

巻
第
六

号

経
済
往
来

第
一

二

巻
第
七

号

朝
日

グ

ラ

フ

三

五

年
一

月
一

七

日

国
民
サ
ロ

ン

三

月
号

時
の

課
題

三

月
号

橋
人
法
学

第
二

号

安
全
保

障
研
究
会
声
明
書

自
由
と

正

義

一

月
号

国
際
研
究
二

｢

中
立

主
義
の

研
究
+

(

下
)

所
収

国
際

間
題

第
一

四

号

国
防

第
九

巻
第
七

号

国
防

第
九
巻
第

一

〇
号

日

本
及
日

本
人

第
一

二

巷
第
八

号

経
済
往
来

第

二
二

巻
第
六

号

経
済
往
来

第
一

三

巻
第

一

〇
号

世
界
週

報

第
四
二

者
第

一

号

久
保
岩
太
郎
先
生

還

暦
記
念
論
文
集
｢

国
際
私
法
の

基

本
問
題
+

所
収

国
際
研
究
四

｢

国
際
経
済
法
の

諸

問
題
+

続
巻
所
収

軍
縮
問
題
研
究
会
編
｢

核
時
代
の

軍
縮
問
題
+

所
収

ア

ジ

ア

政
経
学
会

編
｢

中
国
政
治
泉
済
綜
覧
+

昭

和
三

七

年
度
版
所
収

湖



一 橋論叢 第六 十 三 巻 第 二 号 ( 1 4 8)

第
二

次
大
戦
後
に

お

け
る

日

ソ

漁
業

関
係

百
々

己

之
助
博
士
の

訃
を

悼
む

グ
ロ

テ

ク
ス

と

そ

の

自
然
法

北
洋
漁
業
を

め

ぐ
る

日

ソ

関
係

昭
和
三

八

年
(

一

九
六
三

年
)

H
仁
的
O

G
3
t

ど
払

P

ロ
ー

E
仏

-

p

弓

0
巾

β
p
t

声

蒜
.

グ
ロ

チ

ウ
ス

の

D
O

く

邑
t

p
t

｡

河

監
仙

号
2 .

切

C

E
邑
呂
P

と

日

本

グ
ロ

チ

ウ
ス

詣
で

軍
縮
研
究
ノ

ー

ト

軍
縮
の

現
代
的
意
義
と

課
題

法
学
研
究
の

指
針

-
国
際
法
を

学
ぶ

方
の

た

め
に

キ
ュ

ー
バ

は
こ

ん
な

国
だ
っ

た

平

和
の

レ

ア

リ
ズ

ム

ー
キ

ュ

ー
バ

事
件
に

憩
う

ビ

ジ

沼

ン

な

き

中
進
国
の

外
交

昭
和
三

九
年
(

一

九
六

四

年
)

正

し
い

安
全

観
の

確
立

と

将
来
の

対

策

中
国
の

国
連
加
盟
問
題

田

村
幸

策
著
｢

世
界
外
交
史
+

(

書
評
)

前
原
光
雄
教
授
還
暦
記
念

｢

国

際
法
学
の

諸
問
題
+

(

書
評
)

ロ

ス

コ

ー
･

パ

ウ
ン

ド

逝
く

中
立

及
び

中
立

主
義

日

本
の

近

隣
外
交
を

考
え

る

(

座
談
会
)

国
際
法
外
交
建
議

第
六

〇

巻
第
四
･

五
･

六

号

朗り
〟

国
際
法
外
交
兼
誌

第
六

一

巻
第

一

ニ
ー

号

一

橋
論
叢

第
四
七

巻
第
四

号

外
交
時
報

第
四

六

号

H
i

t

O
什

岩
ぎ
旨

-

-

○

琵
n

巴

O
f

F
P

弓

p
‥

邑

ウ
リ
-

琵
0

∽
､

召
-

N
一

英
博
士
還

暦
記
念
論
文
集

｢

外
交
史
及
び

国
際
政
治
の

諸
問
題
+

所
収

一

橋
論
叢

第
四

九
巻
第
三

号

一

橋
論
叢

第
五

〇
巻
第
六

号

国
際
問
題

第
三

六

号

綜
合
法
学

第
六

巻
第
四

号

経
済
往
来

第
一

五

巻
第

一

号

自
由

第
五

巻
第

一

号

自
由

第
五

巻
第

一

二

号

日

本
国
際

問
題
研
究
所
窮

｢

日

本
の

安
全
保

障
+

所
収

ア

ジ

ア

政
経
学
会

編
｢

中
国
政
治
経
済
踪
覧
+

昭

和
三

九

年
度
版
所
収

国
際
蕗
外
交
建
議

第
六
二

巻
第
六

号

国
際
法
外
交
悲
話

第
六
三

巻
第
三

号

一

橋
論

叢

第
五

二

巻
第
四

号

季
刊
社
会
科
学

第
三

巻

国
際
問
題

第
四

七

号

ー

)

`

一



i

(1 4 9) 名誉教授大 平善棒先 生 者作 目録

軍
縮
に

お

け
る

理
想
と

現
実

ア

ジ

ア

外
交
に

求
め

る

も
の

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

の

共
存
(

座
談
会
)

ア

ジ

ア

外
交
の

ビ

ジ
ョ

ン

一
大
平
洋
共
同
社
会
の

構
想

原
子
力
時
代
の

防
衛
体

制

昭
和
四

〇

年
(

一

九
六
五

年
)

日

本
の

安
全
保
障
論

国
家
の

対
立
と

国
際
連
合

日

韓
国
交
正

常
化
へ

の

道

ベ

ト

ナ
ム

内
戦
の

悲
劇

ソ

ウ
ル

と

加
水
会

世

界
軍
縮
へ

の

構
想

私
の

履
歴
書

国
連

第
四
三

巻
第
九
号

経
済
往
来

第
一

六

巻
第

一

号

経
済
往
来

第
一

六

巻
第
四

号

自
由

第
六

巻
第
七

号

自
由

第
六

巷

第
一

一

号

時
事
問
題
研
究
所
編

｢

核
な
き

日

本
の

安
全
保

障
+

所
収

経
済
往
来

第
一

七

巻
第
三

号

自
由

第
七

巻
第
五

号

自
由

第
七

巻
第
八

号

加
水
会
会
報

第
四
二

一

号

一

橋
論
叢

第
五

四

巻
第

一

号

菩
以

会
窮
｢

善
以

会

-
大
平
先
生
還
暦
記
念
+

所
収

昭
和
四

-

年
(

一

九
六

六

年
)

米
外
交
と

国
際
法

海
の

文
明
と

山
の

慣
習
に

た

つ

国

台
湾
を

見
直
す

ー
一

つ

の

中
国
と

一

つ

の

台
湾

l

名
賀
e

琵

ゴ
e

P
什

日
e

已
O
f

t

F
e

A
-

-

e

β

H
ロ
O

m
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ワ
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○

胃
ユ
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弓
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弓
罵
H

H
･

国
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題

第
八

一

号

経

済
往
来

第
一

八

巻
第

一

一

号

時
の

課
題

一

一

月
号

第
二

次
大
戦
に

お

け

る

連
合
国
財
産
処
理

意
志
の

人

H
t

賢
払
一

旨

監
E
l

O

百
日

巴

O
f

A
-

豆

昌
一

S
O

岩
.

n
0

0

吼
､

く
○
-

･

叫
-

宅
O

+
･

一

橋
論

叢

第
五

五

巻
第
六

号

岩
田

会
編
｢

岩
田

新
先
生
を

偲
び

て
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一

橋論叢 第六 十三 巻 第 二 号 (1 5 0)

昭
和
四
二

年
(

一

九
六

七

年
)

沖
縄
憩
談
会

へ

の

提

言

-
一

括
返
還
要
求
は

可
能
で

あ

る

沖
縄
返
還

へ

の

展
望

沖
縄
視
察
歌
日

記

昭
和
四

三

年
(

一

九
六

八

年
)

一

九
七

〇
年
を

迎
え

る

国
民
の

宿
題

欧
州
視
察
談

沖
縄
返
還
論
の

展
望

憲
法
い

か
に

読
む
か

N

A

T

O
の

教
訓
(

巻
頭
言
)

チ
ェ

ア

コ

の

悲
劇
(

巻
頭
言
)

核
防
条
約
の

問
題
性

(

巻
頭
言
)

大
学
問
題
と

学
生

参
加

(

巻
頭
言
)

中
村
進
午
先
生
の

学

問
と

人
格

安
全
保
障
の

諸

形
態

国
連
条
約
法
草

案
シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム

に

つ

い

て

外
交
と

軍
事
力
の

関
係

昭
和
四

四

年
(

一

九
六
九

年
)

佐
藤
内
閣
と

沖
縄
問
題
(

巻
頭
言
)

普
の

僧
兵

今
の

全

学
連
(

巻
頭
言
)

ニ

ク

ソ

ン

の

ア

ジ

ア

政
策
(

巻
頭
言
)

公
害
の

規
制
に

関
す
る

国
際
的
動
向

時
の

課
題

一

〇
月

号

自
由

第
九
巻
第

一

〇

号

撮
丘

(

小

樽
商
大
同
窓
会
話
)

第
五

七

号

βββ

月

刊
時
事
社
窮
｢

核
時
代
の

日

本
を

考
え
る
+

所
収

黎
明

叢
書

第
四

一

号

加
水

会
会
報

第
四
五

五

号

｢

成
人
に

贈
る

書
+

所
収

軍
事
研
究

九

月
号

軍
事
研
究

一

〇
月
号

軍
事
研
究

一

一

月
号

軍
事
研
究

一

二

月
号

海
外
事
情

第

〓
ハ

巻
第

一

〇
号

国
民
講
座

日

本
の

安
全
保
障
二

｢

安
全
保

障
体
制
論
+

所
収

国
際
法
外
交
凝
議

第
六

七

巻
第
四

号

国
際
時
評

五

月
号

軍
事
研
究

軍
事
研
究

軍
事
研
究

公
害
と

対

策

四 三 ニ ー

月 月 月 月
号 号 号 号

ー

サ

ム

■一



明

治
維
新
と

近

代
化

私
ほ

な

ぜ

機
動
隊
を

入

れ
た

か

A

学
園
の

紛
争
に

寄
す

一

橋
大
学
と

私

自
由

第
一

一

巻
第
六

号

自
由

第
一

一

巻
第

二
号

如
水
会
会
報

第
四

七

五

号

善
以

会
編
｢

白
き

磐
梯
+

所
収

( 15 1) 名 誉教 授大 平菩梧 先 生著作 目録

2 ∂7




